
事故事例１１（一般乗合）高齢の乗客が降車しようと立ち上がったところにハ
ンドルを切ったため転倒

曜日・時間・天候 ２月２５日（金）１２時３５分・晴

場 所 一般道 制限速度 ４０㎞／ｈ

道路の状況 乾燥

運 転 者 年齢２９歳 運転歴３年８月

乗務開始～事故発 ８９ｋｍ

生の乗務距離

損 害 重傷１名

事故概要

当該運転者は、６時１０分に運行管理者の点呼を受け６時３０分に出庫し、その後

所定のダイヤにより運行、１２時２２分駅より乗客を乗せ、１２時３５分頃停留所に

停車しようと減速したところ、降車する旅客（８５才・女性）が停車する前に両手に

荷物を持ち立ち上がってしまったところで、ハンドルを左に切ったことから右側に転

倒し、右股関節骨折の重傷を負ったもの。

種 別・形 状 普通・リヤーエンジン

乗 車 定 員 ５４名

当時の乗車人員 １０名

推定原因 事故の要因 事故再発防止対策

運転者 運転者 運転者

車両停車時の旅客 ・高齢者等の特性に 停車する際、旅客の安全確認

への安全不確認 対する認識不足 を確実に行うこと。

・旅客の動向（歩行が不安定な子供や・高齢者の動向確認

高齢者等）に十分注意するとともに、不足

旅客に対し停車するまで席を立たない・車内放送の不徹底

。よう車内放送等を行い注意を促すこと

運行管理

運転者に対し、輸送の安全確

保についての具体的な指導教

育の徹底

、・高齢者等交通弱者の特性に対し理解

認識させる

・車両発進・停止時の基本的動作（安

全確認等）


